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-道祖神祭り

平成元年

3 11 
第 1026号

1月下旬から 2月上旬にかけて、市内各地

てい行われる道祖神祭 り。ここ築地では、 2月

4日の夕方から夜、子どもたちの自主的な運

営によって行われました。男の子たちが太鼓

をたたいて町内を練り歩くと、付近の人たち

がお参りに。女の子たちは、お札を渡し、甘

茶やおでんなどでもてなしました。

市民の動委(2月t日現在) 総人口118，j76人(+9)/世帯数38，039 ( + 9) ~ )内は前月比です。



お
忘
れ
な
<
/

転
出
• 
入
門
の

手
続
き

い
よ
い
よ
、
春
の
寸
引
っ
越
し
L

の
シ
ー
ズ
ン
。
こ
れ
か
ら
¥
進
学
、

就
職
、
転
勤
な
ど
で
市
外
へ
転
出
し

だ
り
、
市
内
へ
転
入
す
る
人
ガ
多
く

な
り
ま
す
。
荷
造
り
や
整
理
な
ど
に

追
わ
れ
、
市
役
所
へ
の
届
け
出
を
「
つ

い
、
う
っ
か
り
」
と
い
う
こ
と
も
・
:
。

住
民
異
動
届
を
は
じ
め
、
国
民
健
康

保
険
の
手
続
き
、
転
校
届
な
ど
、
あ

な
だ
は
だ
い
じ
よ
う
ぶ
で
す
か
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
て
、
計
画
的
に

行
い
だ
い
も
の
。
そ
こ
で
、
転
出
・

転
入
な
ど
に
必
要
な
諸
手
続
き
に
つ

い
て
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
て
み
ま
し
だ
。

な
お
、
電
気
、
ガ
ス
、
電
話
な
ど
の

手
続
き
も
お
忘
れ
な
く
。

仁J

住民異動届など国民年金国民健康保険、

市民課、各支所錨診市民課(支所)、国保年金課

ロ
住
民
異
動
届

口
転
出
届
・
:
転
出
す
る
前
に
届
け
出

が
必
要
。
届
け
出
時
に
転
出
証
明
書

を
発
行
し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
加

入
者
は
保
険
証
を
、
ま
た
印
鑑
登
録

の
し
て
あ
る
人
は
登
録
証
を
、
忘
れ

ず
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

口
転
入
届
・
・
・
前
住
所
地
で
発
行
し
た

転
出
証
明
書
を
持
ち
、
転
入
後
十
四

日
以
内
に
届
け
出
を
。

口
転
居
届
:
・
市
内
で
住
所
を
移
し
た

人
は
、
転
居
後
十
四
日
以
内
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
持
ち
物
印
鑑
、
国
民
健
康
保
険

証

(
加
入
者
の
み

)
、
国
民
年
金
手

帳

(加
入
者
の
み

)

ロ
国
民
健
康
保
険
(
市
民
課
、
支
所
)

口
転
出
す
る
と
き
:
・
保
険
証
を
返
還

し
て
く
だ
さ
い
。

口
転
入
す
る
と
き
・
:
「
転
入
届
」
の

際
、
加
入
の
手
続
き
を
(
す
で
に
同

一
世
帯
で
国
保
加
入
者
が
い
る
場
合

は
国
保
の
保
険
証
を
持
参
)。

口
就
職
し
て
社
会
保
険
な
ど
に
加
入

す
る
と
き
・
:
国
保
と
職
場
の
健
康
保

険
の
両
方
の
保
険
証
(
被
扶
養
者
が

い
る
場
合
は
社
会
保
険
資
格
取
得
証

明
書
)
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

口
学
生
な
ど
で
遠
隔
地
用
の
保
険
証

ロ
印
鑑
登
録

本
人
が
、
登
録
す
る
印
鑑
と
官
公

署
発
行
の
写
真
付
き
身
分
証
明
書
(
免

許
証
な
ど
)
を
持

っ
て
、
登
録
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ロ
印
鑑
証
明

印
鑑
登
録
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
交
付
し
ま
す

(
@

有
料
)。

マ

照

会

は

市

4
1
1
3
5
6
 

が
必
要
な
と
き
・
:
保
険
証
、
在
学
(
入

園
)
証
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ロ
国
民
年
金
(
国
保
年
金
課
)

口
転
出
す
る
と
き
:
・
市
民
課
で
手
続

き
の
あ
と
、
国
保
年
金
課
で
保
険
料

納
付
記
録
の
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ

口
転
入
す
る
と
き
・
:
加
入
者
は
印
鑑
、

国
民
年
金
手
帳
、
保
険
料
納
付
記
録

を
、
ま
た
受
給
者
は
印
鑑
、
国
民
年

金
証
書
を
持
っ
て
国
保
年
金
課
へ
。

マ
照
会
は
国
保
年
金
課
(
内
線
1

3
6
2
・
1
3
6
5
)

....................................................................................................................................................... 
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これから窓口がピークに

なる市民課。住民異動届

など忘れずに
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用
自
動
車
協
会
上
小
支
部
(
宮
⑧
1

8
7
5
)
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
②
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特

殊
自
動
車
は
、
市
役
所
市
民
税
課
、

塩
田
・

川
西
の
各
支
所
で
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。
廃
車
の
場
合
は
、
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印
鑑
、
名
義
変
更

の
場
合
は
譲
渡
証
明
書
と
印
鑑
を
持

参
し
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
0

・
問
い
合
わ
せ
市
民
税
課

(内
線

1
2
8
6
)
 

廃車・名義蜜更の

手続き13早めに2

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月
一
日

現
在
、
原
動
機
付
自
転
車
(
バ
イ
ク
)、

小
型
特
殊
自
動
車
(
ト
ラ
ク
タ
ー
、

か
l
デ
ン
な
ど
)、
軽
自
動
車
お
よ
び

二
輪
の
小
型
自
動
車
を
所
有
し
て
い

る
か
た
に
、
一
年
分
課
税
さ
れ
ま
す
。

廃
車
や
引
っ
越
し
な
ど
で
名
義
変

更
を
す
る
と
き
は
、
次
に
よ
り
、
至

急
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
手
続
き
方
法
〉
①
軽
自
動
車
、
二

輪
の
小
型
自
動
車
は
、
長
野
県
自
家

老人医療

児童手当など
小・中学校
保育園

舘野 学校教育課、保育課
f酬輔酪鞠嶋一

〆"噛曲輔軸J， ， 
社会課、福祉課

。
水
道
の
休
止
・
使
用
開
始

口
転
出
す
る
と
き
・
:
引
っ
越
し
の
二

日
前
ま
で
に
、
お
客
様
番
号
(「
検
針

票
」
に
明
記
)
、
氏
名
な
ど
を
水
道

局
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

口
転
入
す
る
と
き
:
・
使
用
す
る
二
日

ロ
老
人
医
療

口
転
出
す
る
と
き
・
:
市
民
課
(支
所
)

か
社
会
課
へ
受
給
者
証
の
返
還
を
。

口
転
入
す
る
と
き
・
:
印
鑑
、
健
康
保

険
証
を
持

っ
て
社
会
課
へ
。

マ
照
会
は
社
会
課

(内
線

1
6
2

4
)
 

ロ
児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
、
特

別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
(
児
)

。
小
・
中
学
校
の
転
校
手
続
き

口
転
出
す
る
と
き
・
:
現
在
の
学
校
で

転
校
書
類
を
も
ら
い
、
転
出
先
の
教

育
委
員
会
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

口
転
入
す
る
と
き
・
:
住
民
異
動
届
の

写
し

(市
民
課
で
発
行
)
を
学
校
教

育
課

(本
庁
舎
四
階
)
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
転
入
学
通
知
書
を
お
渡

手
当
な
ど

受
給
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
転
入
・

転
出
届
の
際
、
福
祉
課
へ
お
寄
り
く

だ
さ
い
。

ロ
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

転
入
・
転
出
時
に
は
、
印
鑑
と
手

帳
を
持
っ
て
福
祉
課
で
手
続
き
を
o

v
照
会
は
福
祉
課
(
内
線

1
6
0

8
・
1
6
0
3
)

し
し
ま
す
。

マ
照
会
は
学
校
教
育
課

(内
線

1

7
1
4
)
 

ロ
保
育
園
の
入
・
退
園

転
入
・
転
出
時
に
は
、
直
接
保
育

課

(内
線

1
6
3
3
)
へ
連
絡
し
、

入
・
退
園
の
手
続
き
を
。

前
ま
で
に
玄
関
近
く
に
付
け
て
あ
る

荷
札
(「
使
用
中
止
中
」
)
の
お
客
様
番

号
、
ま
た
は
前
使
用
者
氏
名
を
調
べ

て
か
ら
お
届
け
く
だ
さ
い
。

マ
照
会
は
水
道
局
業
務
課
(
内
線

1
8
5
4
・
1
8
5
5
)

-
市
役
所
本
斤

・

豊

殿

支

所

・

塩

田

支

所

・

川

西

支

所

包
⑫
4
1
0
0

8
⑮
2
9
3
9
 

8
⑩
3
0
0
0
 

8
⑨
2
0
0
2
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a se:;;2 

2肩必要ですノ
度のあらまし〉

四
月
一
日
か
ら
、
新
し
い
消
費
税
ガ
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
こ
の
消
費
税
は
、
商
ロ
∞
や
サ
ー
ビ

ス
の
売
り
上
げ
に
か
か
る
間
接
税
で
、
税
金
分

は
価
格
に
上
乗
せ
さ
れ
、
最
終
的
に
は
消
費
者

ガ
負
担
し
ま
す
が
、
納
税
は
製
造
・
卸
・
小
売

の
各
事
業
者
ガ
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
だ
め
各
事
業
者
の
か
だ
に
は
、
消
費
税

の
し
く
み
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
納
税
事
務
の

手
続
き
を
い
ち
早
く
知
っ
て
い
だ
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

消
費
に
広
く
薄
く
課
税

消
費
税
は
、
消
費
に
広
く
薄
く
負
担
を
求
め

て
お
り
、
国
内
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
取
引
に

対
し
て
、
三
%

(
普
通
乗
用
車
は
平
成
四
年
三

月
ま
で
六
%
)
の
税
率
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
土
地
や
有
価
証
券
の
売
却
、
預
金

の
利
子
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
の
一
部
な
ど
に

は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

納
税
義
務
者
は

消
費
税
を
最
終
的
に
負
担
す
る
の
は
消
費
者

農地転用励行指導調査を実施

上田市農業委員会では 農地の無断転用や

違反転用の未然防止とともに早期発見により、

適切な是正措置を講じるため、 3月中に一斉

パ トロールを行います。

農業委員会事務局(内線1492)-問い合わせ

で
す
が
、
消
費
税
を
実
際
に
納
税
す
る
の
は
事

業
者
で
す
。

た
だ
し
、
個
人
事
業
者
に
つ
い
て
は
前
々
年
、

法
人
に
つ
い
て
は
前
々
事
業
年
度
(
こ
れ
を
「
基

準
期
間
」
と
い
い
ま
す
)
の
課
税
売
り
上
げ
が

三
千
万
円
以
下
の
事
業
者
の
か
た
は
、
納
税
義

務
が
免
除
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
・
納
税
の
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
免
税
事
業
者
で
も
、
課

税
事
業
者
と
な
る
こ
と
を
選
択
で
き
ま
す
。

[4] 7 広報うえだ守 .3.

納
付
税
額
の
計
算

税
額
の
計
算
は
、
課
税
期
間
(
個
人
事
業
者

は
そ
の
年
、
法
人
は
そ
の
事
業
年
度
)
中
の
売

り
上
げ
に
対
す
る
税
額
か
ら
、
同
じ
期
間
中
の

仕
入
れ
に
含
ま
れ
る
税
額
を
差
し
引
く
だ
け
で

す
。
な
お
、
仕
入
れ
に
含
ま
れ
司
令
税
額
の
ほ
う

が
多
け
れ
ば
還
付
さ
れ
ま
す
。

計
算
方
法
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

年
間
課
税
売
り
上
げ
×
3
%

年

間

課

税

仕

入

れ

×

3

%

一一
付

税

納

額

簡
易
課
税
制
度

基
準
期
間
の
課
税
売
上
高
が
五
億
円
以
下
の

課
税
事
業
者
に
つ
い
て
、
課
税
売
上
高
に
か
か

る
税
額
の
八
O
%
(
卸
売
業
者
は
九
O
%
)
を



が農地等の
〈転用制F り農地法を守って豊かな街づく

転用に2種類あります/

q 
無断転用者には、県知事が工事などを中止させ、

もとの農地に復元させることがあります。

これに従わない場合は、最高 3年以下の懲役、
-・・h100万円以下の罰金に処せられます。

無断転用には厳しい借置が

4 
・転用には次の 2種類があります。

(1)農地の所有者、耕作者がみずからその農地を転

用する場合(農地法第 4条)

(2)農地の使用収益権をもたない人が農地の所有者、

耕作者から農地を買い受け、借り 受け、あるい

は使用収益権の移転を受けて転用する場合(農

地法第 5条) 畑町低f

農地転用とは・・・・?4 
農地等を住宅や工場など建物の敷地、資材置場、

駐車場はもとより 道路 山林など農地以外の用

途に転用することです。

・転用許可を必要とする「農地等」とは・・・

水田、畑、樹園地などの

農地のほかに採草放牧地も

含まれます。農地であるか

どうかは現況によって判定

されますので、土地登記簿

上の地目と一致しないこと

がありますのでご注意を o

d 
②の 2種類の転用のいずれ

の場合も、同ーの事業のため

に転用する面積が、

< 2ヘクタール以下の場合〉
農業委員会に許可申請を提

出して、県知事の許可を受け

ます。

<2ヘクタールをこえる場合〉

県知事に許可申請を提出し

て、農林水産大臣の許可を受

けます。

許弓はだれが・・..?

課
税
仕
入
れ
に
含
ま
れ
る
税
額
と
み
な
す
も
の

で
す
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
制
度
を
選
択
し
た
場
合

に
は
、
課
税
仕
入
高
の
計
算
を
行
う
必
要
は
な

く
、
課
税
期
間
の
課
税
売
上
高
だ
け
を
基
礎
と

し
て
、
次
の
算
式
に
よ
り
納
付
す
る
消
費
税
額

を
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

課
税
期
間
の
課
税
売
上
高
×
川
%

(
卸
売
業
者
は
日
%
)

②
卸
売
業
者
と
は
、
課
税
期
間
の
課
税
売
上

高
に
占
め
る
卸
売
に
か
か
わ
る
課
税
売
上

高
の
割
合
が
五

O
%を
超
え
る
事
業
者
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

限
界
控
除
制
度

課
税
期
聞
の
課
税
売
上
高
が
六
千
万
円
未
満

の
課
税
事
業
者
に
つ
い
て
、
課
税
売
上
高
に
応

じ
て
納
付
す
る
消
費
税
額
(
本
来
納
付
す
べ
き

税
額
)
の
一
部
を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。

-
説
明
会
に
つ
い
て

「
消
費
税
説
明
会
」
を
次
に
よ
り
開
催

し
ま
す
。
製
造
・
卸
・
小
売
の
各
事
業
者

の
皆
さ
ん
は
ご
出
席
を
。

マ
と
き
三
月
十
七
日
働
午
前
の
部

l
九
時
三
十
分
か
ら
十
一
時
三
十
分
、
午

後
の
部

1
一
時
三
十
分
か
ら
三
時
三
十
分

マ
と
こ
ろ
市
民
会
館

7 広報うえだ 1.3.

-
問
い
合
わ
せ

上
回
税
務
署
宮
⑫
1
2
3
4

[5] 



重
い
ー
コ
l
ト
を
脱
ぎ
、
足
ど
り
軽

や
か
に
歩
け
る
春
に
な
り
ま
し
た
。

季
節
に
合
わ
せ
、
車
の
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
も
は
ず
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
冬
、
市
内
で
の
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
装
着
率
は
最
高
で
四
六
%
と
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
少
数
派
と
な
り
、

二
年
後
に
は
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
販

売
が
中
止
に
な
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

こ
れ
も
、
脱
ス
パ
イ
ク
の
意

識
が
高
ま
~
っ
て
き
た
結
果
で
す
。
「ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
で
運
転
す
る
の
は
恥

ず
か
し
い
」
と
い
う
声
さ
え
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
減
少
と
道
路

清
掃
の
徹
底
に
よ
り
、
粉
じ
ん
の
量

も
少
な
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
か

つ
て
の
き
れ
い
な
空
を
取
り

戻
す
ま
で
に
は
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。

「ク
リ
ー

ン
上
回
」
を
め
ざ
し、

一

日
も
早
く
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
は
き

替
え
ま
し
ょ
う
。

し
ま
し
ょ
う
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
ピ
ン
を
抜
く

と
普
通
タ
イ
ヤ
と
し
て
使
用
で
き
ま

す
。
だ
れ
で
も
簡
単
に
使
え
る
ピ
ン

抜
き
機
を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
(
内

線

1
3
8
9
)

[6] 

スパイクはずして
さわやかドライブ
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簡
単
で
す
か
ピ
ン
抜
き
4

肩
身
の
狭
い
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
で

す
が
、
捨
て
る
の
は
ま
だ
惜
し
い
と

思
っ
て
い
る
か
た
は
、
ピ
ン
抜
き
を

横断歩道
(大手|丁目)

消えた./

頭
ガ
重
い
、
胃
、ガ
痛
む
、
ど
う
き
が
す
る
、
せ

き
や
だ
ん
が
続
く
、
体
、ガ
だ
る
い
:
・
な
ど
、
ぐ
あ

い
が
悪
く
な
り
、
初
め
て
医
者
に
診
て
も
ら
う
人

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
病
気
に
よ
っ
て
は
、

最
初
か
ら
症
状
ガ
出
な
い
も
の
が
あ
り
、
す
で
に

手
遅
れ
と
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
特

に
成
人
病
の
よ
う
に
、
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
病

気
が
進
む
も
の
は
要
注
意
。
そ
こ
で
今
回
の
テ
ー

マ
は
、
「
横
診
の
す
す
め
」
で
す
。

横
診
は

健
康
管
理
の
出
発
点

検
診
の
す
す
め

健康メモ

あ
る
日
突
然
、

心
臓
病
の
発
作
が

|

|
。
そ
の
原
因
を
考
え
て
み
る
と
、

十
年
、
二
十
年
前
か
ら
動
脈
硬
化
や

高
血
圧
が
始
ま

っ
て
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
病
気
に
な

っ
て
初
め
て
、
健
康
に
つ
い
て
考
え

ど企

回
は
受
け
よ
う
;

;
年



健
康
な
体
づ
く
り
は
運
動
か
ら

合だからこそ

省エネ・省資源

と
い
う
人
が
多
い
と
思
い

て
み
た
、

ま
す
。

検
診
は
、
自
分
の
健
康
管
理
の
出

発
点
と
い
え
ま
す
。
検
診
に
よ
っ
て
、

体
の
状
態
が
「
異
常
な
し
」
「
注
意
、

観
察
が
必
要
」
「
精
密
検
査
や
治
療

が
必
要
」
の
ど
れ
か
に
ふ
る
い
分
け

ら
れ
る
の
で
す
。
病
気
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
の
た
め
に
も
、
ひ
じ
よ
う

に
大
切
で
す
。

上
手
に
受
け
る
ポ
イ
ン
ト

①
=
一
十
代
か
ら
受
診
の
習
慣
を

社
会
的
に
も
、
家
庭
的
に
も
、
責

任
が
重
く
の
し
か
か
る
四
十
代
以
降

5 
資月
源 21
活日
用(日)
広に
場

市
で
は
、
三
月
二
十
日
間
か
ら
五

月
二
十
一
日
制
ま
で
を
「
資
源
活
用

推
進
月
間
」
と
し
て
、
市
長
を
本
部

長
と
す
る
資
源
活
用
推
進
本
部
を
設

け
て
、
省
エ
ネ
・
省
資
源
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

推
進
月
聞
の
最
終
日
、
五
月
二
十

一
日
目
に
は
「
資
源
活
用
広
場
」
を

聞
き
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
0

・
問
い
合
わ
せ
上
田
市
資
源
活
用

推
進
本
部
(
生
活
環
境
課
内

1
内
線

1
3
9
0
)
 

を
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
三
十

代
か
ら
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

に
な
り
ま
す
。

②
年
に
一
回
は
必
ず
受
け
よ
う

昨
年
、
異
常
が
な
か
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
今
年
も
異
常
な
し
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
検
査
結
果
は
、
そ
の
時

点
で
の
も
の
で
す
。

③
「
精
密
検
査
が
必
要
」
と
い
う
結

果
が
で
た
ら
・
:

「
精
密
検
査
」
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

必
ず
し
も
病
気
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
疑
い
を
晴
ら
す
た
め
の
場
合

が
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
心
配
し
す

ぎ
ず
、
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
。

昨
年
の
資
源
活
用
広
場

④
検
診
結
果
を
日
ご
ろ
の
健
康
管
理

に
生
か
そ
う

検
診
は
、
病
気
を
早
く
見
つ
け
る

以
外
に
も
、
生
活
習
慣
を
チ
ェ

ッ
ク

す
る
こ
と
も
大
き
な
目
的
。
何
回
か

の
検
査
の
値
か
ら
、
自
分
な
り
の
正

常
値
を
つ
か
み
、
そ
れ
を
超
え
た
と

き
に
は
、
専
門
医
の
指
導
を
受
け
る
、

と
い
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

市
、
ガ
行
っ
て
い
る
横
診

市
が
行
う
検
診
は
次
の
と
お
り
で
、

実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
そ
の
つ
ど

広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

年
に
一
回
は
、
各
検
診
を
受
け
、
健

家
庭
の
省
エ
ネ

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

-
ス
ト
ー
ブ
・
電
気
こ
た
つ
熱
す

ぎ
て
も
身
体
に
害
、
ス
ト
ー
ブ
の
調

節
は
室
温
を
確
認
し
て
、
ま
め
に
し

ま
し
ょ
う
。
電
気
こ
た
つ
に
は
、
熱

を
逃
が
き
な
い
た
め
に
下
敷
き
を
敷

い
て
。
布
団
に
下
掛
け
、
上
掛
け
を

す
る
と
さ
ら
に
効
果
的
で
す
。

-
冷
蔵
庫
家
庭
電
力
の
四
分
の
一

が
冷
蔵
庫
の
消
費
で
す
。
扉
の
開
聞

は
手
際
よ
く
必
要
最
小
限
に
。
詰
め

す
ぎ
る
と
冷
凍
能
力
が
低
下
し
ま
す
0

・
お
ふ
ろ
湯
が
冷
め
な
い
う
ち
に

康
な
毎
日
が
過
ご
せ
る
よ
う
心
が
け

た
い
も
の
で
す
。

マ
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
|
|
肺
結

核
や
肺
が
ん
の
発
見
に

マ
胃
検
診
ー
ー
ー
胃
が
ん
、
胃
・
十
二

指
腸
か
い
よ
う
の
早
期
発
見
に

マ
子
宮
が
ん
検
診
、
乳
房
検
診
、
肺

が
ん
検
診
、
大
腸
検
診
ー
ー
が
ん
の

早
期
発
見
に

マ
一
般
健
康
診
査
、
基
本
健
康
診
査

ー
ー
ー
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
、
心
臓
病

な
ど
を
チ
ェ

ッ
ク

-
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課
(
内

線

1
3
7
6
)

順
序
を
決
め
て
、
効
率
よ
く
入
る
と

燃
料
消
費
も
違
い
ま
す
。

-
電
気
の
つ
け
っ
放
し
時
計
が
わ

り
の
テ
レ
ビ
の
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
ご

注
意
。
佳
光
灯
は
白
熱
灯
に
比
べ
て

四

O
%少
な
い
電
力
で
同
じ
明
る
き

が
得
ら
れ
、
寿
命
も
長
く
お
得
で
す
0

・
電
気
洗
濯
機
す
す
ぎ
洗
い
の
前

に
脱
水
す
れ
ば
、
す
す
ぎ
時
聞
か
短

か
く
て
す
み
、
水
と
電
気
の
節
約
に

な
り
ま
す
。

-
二
重
カ
ー
テ
ン
窓
は
二
重
カ
ー

テ
ン
で
、
外
気
を
シ
ャ

ッ
ト
ア
ウ
ト
。

長
さ
も
た
っ
ぷ
り
と
り
、
床
ま
で
つ

る
す
と
保
温
効
果
が
上
が
り
ま
す
。
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第37回「市民スキー大会 lが先月 19日、菅

平の大松山スキー場で行われました。小学校

一年生から50歳代まで、 21のコースを約150

人が参加。天候は晴れ間がときどき見えるほ

どの曇り空。まずまずのスキーコンディショ

ンのなか、大回転競技にしのぎを削りました

(=写真上、右下)。また、後半の小学生の部

では、周囲でカメラやビデオにおさめる親の

姿が目立ち、なごやかな雰囲気が印象的でし

た(=写真右)。

， 
嘩F

4
将
来
の
名
プ
レ
イ
ヤ
ー
け

先
月
十
一
日
、
市
の
少
年
サ

ッ
カ
ー

講
習
会
が
塩
田
中
、
六
中
、
西
小
な
ど

六
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
南

小
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
上
田
原
、
川

辺
町
の
児
童
二
十
三
人
が
参
加
。
講
師

の
巧
み
な
足
さ
ば
き
を
学
ぼ
う
と
、
そ

れ
ぞ
れ
真
剣
そ
の
も
の
で
し
た
。

平
成
元
年
度
、
市
関
係
の
建
設
工

川
事
お
よ
び
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン

ト
の

い
業
務
の
入
札
参
加
資
格
審
査
を
希
望

~
さ
れ
る
か
た
は
、
「
入
札
参
加
資
格
審

川
査
申
請
」
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

提
出
期
間
は
三
月
一
日
制
か
ら
同

九
三
十
一
日
悩
ま
で
。
必
要
書
類
な
ど

川
詳
し
く
は
、

「
広
報
う
え
だ
」
二
月

い
十
六
日
号
を
ご
覧
く
だ
き
い
。

ハ
マ
問
い
合
わ
せ
管
理
課

(内
線

1

J
5
0
3
)
 

…
鱗
蹴
機
器
鴎
麗

使
用
申
し
込
み

3
月
日
日
か
ら
開
始

市
の
体
育
施
設
(
市
民
の
森
公
園
、

~
別
所
公
園
、
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

〈
含
む

)
は
、
年
間
を
通
し
て
申
し
込

い
み
が
で
き
ま
す
。
市
で
は
、
平
成
元

川
年
度
の
体
育
施
設
の
申
込
受
付
を
次

山
に
よ
り
開
始
し
ま
す
。

川
マ
期
日
三
月
十
五
日
制
午
前
九
時

へ
か
ら
受
付
(
先
着
順
)

川
マ
場
所
教
育
委
員
会
体
育
課
(
内

山
線

1
7
5
3
)

[8] 

建
設
工
事
入
札

「
参
加
願
」
の
提
出

7 広報うえだ 1.3.
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た
だ
し
、
次
の
施
設
は
申
し
込
み



圃
暗
闇
圃
暗
闇
胃
悶
悶
悶
問
調
閉
園
調
輯
澗
問
問
閣
官
5百
聞
5百
個
澗
圃
5罰
園
田
宮
潤
暗
闇
潤
圃
E吉
宮
5百
個
悶
悶
悶
悶
J闘
暗
闇
閉
園
E罰
閉
園…
揺 すはだカ②チな月めだの①制
問 。 、しら河 |お前六し三市限舗 前、の川ムか月、か・が

も大申敷月市らか市月県あ
明 つ会 しグ三営申ら営分営り
薗 てな込ラ回ナし 1 球を球ま
四 申どみウまイ込七場受場す
出 していとンでタみ月はけ
!ll 込使なドで lが以改付四軍 み用り:す使で降修け 1

がすまー。用きは工ま六
輔 ているすか はま、事す月

骨 き望月 、すこの主主
附胃 ま v た前一 。かた

真田傍陽線の廃止
(昭和47年2月)

⑨ >  

「民俗芸能」

「民俗芸能大会」が 2月19日、市文化セ

ンターホールで聞かれました。このような

催しは初めててい、 市内の各地域に伝承され

ている民俗芸能を市民に鑑賞してもらおう

と、市教委が開いたものです。出演したの

は下郷神楽、下室賀三頭獅子、上田原太々

神楽、太郎山神社太々神楽の 4保存会。ど

れも芸術性が高く、約500人の観衆から盛ん

な拍手が送られました。

りとつ-つ

A
真
田
傍
陽
線
の
最
後
の
日
、
川
久
保

鉄
橋
を
走
る

‘
現
在
の
岡
場
所
に
は
新
築
中
の
住
宅
も

ん

木

し
さ
青

M

尚

上

者

量

供
井
仕
切

提
笹
川
円

沿
線
名
所
だ
っ
た

鉄
橋
と
ト
ン
、
不
ル

上
田
市
と
真
田
町
聞
を
走
っ
て
い

た
真
田
傍
陽
線
は
、
昭
和
三
年
に
全

線
が
開
通

(開
通
時
の
名
称
は
北
東

線
)。長

い
問
、
沿
線
住
民
の
貴
重
な

足
と
し
て
大
活
躍
し
ま
し
た
。
昭
和

四
十
年
代
に
な
る
と
、
急
速
に
マ
イ

カ
ー
が
普
及
し
、
乗
客
が
徐
々
に
減

少
。

こ
の
た
め
、
昭
和
四
十
七
年
二

月
十
九
日
、
多
く
の
人
々
に
惜
し
ま

れ
な
が
ら
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

上
の
写
真
は
、
廃
止
さ
れ
る
二
月

十
九
日
の
朝
、
最
後
の
姿
を
カ
メ
ラ

に
収
め
よ
う
と
、
川
久
保
鉄
橋
を
渡

る
電
車
を
撮
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の

鉄
橋
は
、
上
田
市
と
真
田
町
の
境
を

流
れ
る
神
川
に
か
か
っ
て
い
て
、
上

田
市
側
の
伊
勢
山
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け

る
と
、
す
ぐ
鉄
橋
と
な
り
、
沿
線
で
は

一
番
の
名
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

廃
止
さ
れ
て
か
ら
十
七
年
。
現
在
、

こ
の
場
所
に
は
鉄
橋
の
橋
脚
き
え
も

あ
り
ま
せ
ん
。
当
時
の
面
影
を
残
す

も
の
と
い
え
ば
、
ト
ン
ネ
ル
の
出
入

口
が
あ
る
こ
と
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

7 広報うえだ 1.3.【9]



市
県
民
税
・
所
得
税
の

申
告
は
お
済
み
で
す
か

3
月
日
日
ま
で
で
す

今
年
も
市
県
民
税
・
所
得
税
確
定

な
ど
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
時
期

に
入
り
ま
し
た
。
も
う
、
申
告
は
お
済

み
で
す
か
。
期
限
は
三
月
十
五
日
附

ま
で
で
す
。

例
年
、
申
告
期
限
間
近
に
な
り
ま

す
と
、
窓
口
が
大
変
混
雑
し
て
長
時

麟べ
市
民
税
課
で
の
申
.H::. 

風
景

ド
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
た

り
、
ま
た
、
必
要
書
類
が
不
備
な
た

め
受
け
付
け
で
き
な
い
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。
申
告
が
必
要
な
人
で
、
ま

だ
申
告
を
さ
れ
て
な
い
人
は
、
お
早

め
に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。

な
お
、
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
既
に
自
治
会
を
通
し
て
お

配
り
し
た
『
平
成
元
年
度
市
県
民
税

の
申
告
に
つ
い
て
』
、
『
平
成
元
年

度
市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
』
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
直
接
市
民
税
課
(内

線

1
2
8
1
1
1
2
8
4
)
ま
た
は

上
国
税
務
署
(
宮
⑫
1
2
3
4
)
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

教
養
講
座
の

参
加
者
を
募
集

市
内
に
お
住
ま
い
か
、
市
内
の
事

業
所
に
勤
務
す
る
三
十
歳
未
満
の
皆

き
ん
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
開
講

し
ま
す
。

マ
講
座
内
容

別
表
の
と
お
り

勤労青少年ホーム教養講座 (4 月 ~9 月)

曜日 講座名 内 そR今示、 疋....... 司貝= 

生け花教室 草月流 6か月 15人

月

茶道教室 裏千家 6か月 12人

生け花教室 草月流 6か月 15人

火

和裁教室 6か月 10人

水 料理教室 家庭料理 6か月 21人

木 生け花教室 池ノ坊 6か月 15人

金 手編教室 6か月 15人

マ
申
込
方
法
三
月
十
三
日
間
か
ら

同
二
十
四
日
幽
ま
で
に
、
.
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム

(
消
防
本
部
前
)

へ
必
ず

来
館
の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

マ
受
付
時
間
午
後
一
時
か
ら
同
九

時
。
な
お
、
日
曜
、
祝
祭
日
は
休
館

で

す

マ

そ

の

他

各

教

室
と
も
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

・

問
い
合
わ
せ
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

(
包
⑫
7
1
1
7
)

重
度
身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん

住
宅
整
備

補
助
制
度
の
ご
利
用
を

市
役
所
の
代
表
電
話

r
(幻
)
4
1
0
0

平
成
元
年
度
に
、
一

1
二
級
の
視

覚
・
肢
体
障
害
者
の
皆
さ
ん
が
、
日

常
生
活
機
能
の
向
上
の
た
め
に
住
宅

(
ふ
ろ
、
便
所
、
居
室
な
ど

)
の
整

"

マ

と

き

三
月
二
十
三
日
嗣
午
前

一
八
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
三
時
マ

一
と
こ
ろ
上
田
保
健
所
(合
同
庁
舎
)

一
マ
対
象
者
お
お
む
ね
六
十
歳
未
満

一
マ
内
容
①
健
康
度
測
定

(
検
尿
、

一
血
液
検
査
、
眼
底
検
査
、
心
電
図
な

一
ど

)
②
休
養
・
栄
養
診
断
③
個
人
相

一
談
な
ど
マ
定
員

二
十

人

マ

料

一

金

四

千

五

百
二
十

円

マ

申

込

方

一
法

三
月
十
六
日
附
ま
で
に
電
話
で

一
上
田
保
健
所

(
宮
@
1
2
6
0
)
へ

備
、
改
善
を
す
る
場
合
、
次

の
補

助

一

川
川
発
明
相
談
会
を

制
度
が
あ
り
ま
す
。

マ
補
助
制
度
の
内
容
低
所
得
世
一

川

開

催

し

ま

す

帯

(
昭
和
六
十
三
年
分
の
所
得
税
の
一

(
社
)発
明
協
会
で
は
、
工
業
所
有

合
計
額
が
お
お
む
ね
二
万
円
以
下
)

一
権
全
般
に
つ
い
て
、
個
別
相
談
会
を

の
か
た
に
は
、
工
事
費
の

四
分

の
三
一
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

(最
高
三
十
七
万
五
千
円
)
以
内
を

一

マ

と

き

三

月

十

六
日
嗣
午
後

一

補
助
し
ま
す
。

マ

申

込

方

法

希
望

一
時
マ
と
ニ
ろ
上
田
商
工
会
議
所

き
れ
る
か
た
は
四
月
十
五
日
出
ま
で
一
マ
相
談
員
中
沢
常
男
弁
護
士
マ

に
福
祉
課

(内
線

1
6
0
3
)
へ
ご
一
そ
の
他
相
談
料
は
無
料

・
聞
い

相
談
く
だ
さ
い
。

一
合
わ
せ

(社
)発
明
協
会
長
野
県
支

一
部
(
宮
(
⑬

5
5
5
9
)

一

川
上
小
高
等
職
業
訓
練
校

一
川
職
業
訓
練
生
を

…

川

募

集

し

ま

す

一
・
募
集
職
種
マ
三
年
制
:
・
建
築
科
、

一
左
官
科
、
板
金
科
マ
二
年
制
・
:
建

①時間は、各教室とも午後 6時30分から
8時30分まで
②受講料 (4，000円)のほかに材料費など

が必要となる講座があります

川
上
田
保
健
所
で

川
健
康
増
進
ク
リ
ニ
ッ

ク

[1OJ 7 広報うえだ 1.3.



ベ
ッ
ト
の
慰
霊
祭
を
開
催

大
星
斎
場
ペ

ッ
ト
火
葬
炉
で
、
昨

年
三
月
か
ら
本
年
二
月
ま
で
に
火
葬

し
た
ペ

ッ
ト
、
な
ら
び
に
上
田
保
健

所
で
同
時
期
に
処
分
し
た
犬
、
猫
の

マ
と
き

三
月
十
三
日
間
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
三
時
三
十
分
マ
と

こ
ろ
保
健
セ
ン
タ
ー
(
市
役
所
南

庁

舎

二

階

)

マ

内

容

講

演

「

楽

、
な
気
持
ち
で
介
護
す
る
た
め
に
」
、

健
康
づ
く
り
体
操
な
ど
マ
そ
の
他

①
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
②
当

日
介
護
を
代
わ
る
か
た
が
い
な
い
場

合
、
こ
ち
ら
か
ら
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
伺
い
ま
す
の
で
三
月
十
日
幽
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
・
聞
い
合

で

L

土
A

F

L

ぺ

分
パ
U

A

H

U

l

j
 

q
u
者

自
己

時

宜

つι
J
」

ら

く

か

べ

分

る
nu--品
円。
-

d

寺

は

川

庁

後

凍

午

引
も

車

I

，

、

、
ず
め
、中
l
、

し

¥

+
品
目

閏
羽

川
づ

回
一H

V
J

時
国
初

付

車

受

駐

※

※

 

ぐ

慰
霊
祭
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
の
霊
を
慰
め
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

マ
と
き
三
月
二
十
三
日
同
午
後

三

時

三

十

分

マ

と

こ

ろ

大

星

斎

場
ペ
ッ
ト
慰
霊
碑
マ
問
い
合
わ
せ

上
小
飼
犬
管
理
対
策
協
議
会
(
宮
⑧

1
2
6
0
内
線

2
4
0
)

寝警
かた品
かき一
えり
る老
家人
族を
の
~ 
Z三

今
回
は
消
防
活
動

-
3
月
間
日
出
午
後

2
時
犯
『
分
か
ら
S
B
C
で
放
映
し
ま
す

・
テ

l
マ
は
「
上
田
市
の
消
防
活
動
」
で
す

T 

Z 
2 
主

主
z 
z 
z 

F 
Z 
Z 
Z 

2 
2 
z 

z 
z 

z 

? 

? 

? 
Z 
z 
z 
z 
F 
z 
z 
z 
e 

保健予防課
(内線1374)保健コーナー

-三種混合予防接種

2月の 2回目に続き 3回目を別表のとおり行

います。詳 しくは、 「広報うえだJ 1月 1日号を

ご覧ください。

63年度(後期)三種混合予防接種目程表

会場名 ヨ竺旦 対象地区
3回目

上田市保健セ ンタ ー 3 

(市役所南庁舎2陪) 月9 東部・塩尻地区

上野が丘 公民館 (日木) 神科・豊殿地区

上田市保健センタ 3 

(市役所南庁舎 2階) 月10 
中央・北部地区

川辺町会館 (1i日8 川辺・泉田地区

上田市民 会館
月13 4 

南部・西部地区

三好町会館 城下地区

神川地区 公 民館 (日火) 神川地区

塩田母子健康センター 3/22 塩田地区

川西社会福祉センター (水) 川西地区

上田市保健セ ンター 4/12 東部・中央・北部・塩尻・

(予備日) (水) 川辺・泉田・神科・豊殿地区

上田市保健センター 4/13 南部・百部・城下・神川 ・

(予備日) 休) 塩田・川西地区
」ーー

保
健
予
防
課
(
内
線

1
3
7
一
築
製
図
科
、
機
械
科
、
電
気
機
器
科
、

一
配
管
科
、
造
園
科
、

和

裁

科

マ

一

平
成
元
年
度

一
…
年
制
:
電
子
計
算
機
科

マ
六
か
月

計

量

モ

ニ

タ

ー

を

一
一
:
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
科

(
※
職

募

集

し

ま

す

一
一
種
に
よ
っ
て
学
習
間
隔
が
月
二
回
か

l
i
l
-
-ト
トド
ト
ぃ

l
i
l
-
-
l
L
一
ら
週
三
回
と
な

っ
て
い
ま
す
)

マ
応
募
資
格
食
料
品
関
係
の
販
一
・
申
込
方
法
三
月
末
日
ま
で
に
上

売
業
を
営
ん
で
い
な
い
、
ま
た
は
こ
一
小
高
等
職
業
訓
練
校
(
宮
⑫
2
6
6

れ
に
携
わ
っ
て
い
な
い
市
内
の
家
庭
一

6
・
天
神
二
丁
目
)
へ

の
主
婦
で
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
一

川川
中
電
料
理
教
室
の

人
。
①
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
一
川

人
(
年
三
回
)
②
過
去
に
計
量
モ
二

川

受

講

者

を

募

集

タ
ーー
を

経

験

し

て

い

な

い

人

マ

職

一

マ

期

間

A
コ
ー
ス

1
四
月
五
日

務
内
容
指
定
す
る
期
間
内
に
購
入
一
か
ら
六
月
二
十
一
日
の
第
一
・
三
水

し
た
商
品
の
目
方
を
計

っ
て

日
誌
に
一
曜
日
(
午
前
十
時

1
午
後
一
時
)
。

B

記
入
し
、
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
コ
ー
ス

l
四
月
六
日
か
ら
六
月
二
十

マ

募

集

人

員

十

二
名

マ
応
募
期
…
二
日
の
第
一
・
三
木
曜
日
(
午
前
十

限

三

月

三

十

一

日

幽

マ

謝

礼

一

時

1
午
後
一
時
)
マ

と

こ

ろ

中

部

謝
礼
金
と
記
念
品
(
検
査
用
は
か
り
一
電
力
上
回
営
業
所
マ
会
費
一
回

と
分
銅
)
マ
応
募
方
法
は
が
き
に
一
四
百
円
程
度
(
材
料
代
)
マ
定
員

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
一
各
コ

ー
ス
と
も
二
十
四
名
マ
申
込

な
)
、
年
齢
、
家
族
構
成
、
電
話
番
号
一
先
同
営
業
所
地
域
サ
ー
ビ
ス
グ
ル

を
お
書
き
の
う
え
「
干
郷
市
内
大
一

|
プ
(
宮
⑫

1
2
4
0
)

手
一

l
十
一
1

十
六
上
田
市
役
所
一

商
工
課
商
工
振
興
係
」
へ
マ
聞
い
一

合

わ

せ

商

工

課

(内
線

1
4
0
5
)
一

6 わ
) せ

寵髄聾覇
ニ コ ニコサンキュ-

825-2539 
市政に対する建設的な

ご意見、ご提案をお寄せ

ください。電話の開設時

間は、午前 9時から午後

8時までです。
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楽
し
い
折
り
紙
教
室

マ
と
き
三
月
二
十
一
日

ω、
午

マ

と

き

三

月

二
十

三

日

閥

、

二

前

の

部

:

・

十

時

l
正
午
、
午
後
の
部

十
四
日
倒
。
午
前
十
時
j
十

一
時

、

・

:

二

時

j
四
時
マ
と
こ
ろ
第
四
・

午
後
二
時
j

三

時

マ

と

こ

ろ

視

五

研

修

室

マ

内

容

折

り

紙

で

動

聴
覚
教
室

マ

内

容

白

雪
姫

、

母

物

や

花

を

作

り

ま

す

。
マ
参
加
料

を

た

ず

ね

て

三

千

里

な

ど

マ

入

場

三

百

円

マ

受

付

方

法

当

日

、

会

料

無

料

マ

定

員

各

国

五

十

名

場

で

受

け

付

け

ま

す

。
マ
そ
の
他

フ
』
フ
』
Z
『
正
司
ピ
司
J
-
f
h
p』
ラ
』
フ
』
フ
h
y』
フ
』
ζ
'
h
z
'』
ヲ
』
フ
h
ζ
フ
h
y
h芦
h
p』
フ
』
フ
』
フ
h
y・
ラ
h
ζ
フ
h

Z
フ
h
y』
フ
h
ζ
フ
』
ζ
ラ
』
フ
』
ラ
』
ヲ
』
フ
』
ラ
』
ラ
』
ζ
フ
h
F
h
ラ
』
フ
』
フ
』
フ
』
フ
h

z
フ
h
F
h
フ
』
フ
』
フ
』
フ
』
フ
h
y』
ヲ
』
司
r-フ
h

z
ヲ
』
ヲ
』
ラ
』
ヲ
』
フ
』
フ
』
フ
』
フ
』
フ
』
ζ
フ
』
フ
h
y
h
y』
フ
h
F』
Z
『
rhラ
』
Z

，hフ』
フ
』
フ
』
フ
』
フ
』
フ
』
フ
』
ラ
』
Z
ラ
』
フ
』
フ
』
フ
』
フ
』
フ
h
p
h
p』
フ
』
フ
』
フ
』
フ
』
ラ
』
フ
』
ラ
』
フ
』
フ
h
y』
フ
h
p
hフ
』
Z
'
h
ζ
フ
h
ζ
'
h
Zフ
』
フ
』
ヲ
』
フ
』

向
山
サ
ク
さ
ん

川

辺

町

七

七

若

林

光

夫

さ

ん

中

野

六

一

原

な

を

さ

ん

倉

升

八

六

中

島
き

よ

え

さ

ん

上

本

郷

八

二

小
山
長
雄

さ

ん

北

常

田

七

O

小

林

サ

ワ

さ

ん

鍛

冶

町

七

六

深

石

十

四

治

さ

ん

川

辺

町

六

三

池

内

ゅ

う

子
さ

ん

泉

町

六

四

伊

藤

あ

き

さ

ん

下

塩

尻

八

七

土

屋

甲

十

郎

さ

ん

富
士
見
台

五

四

小

林

金

次

郎

さ

ん

下

郷

七

一

荻

久

保

初

子

さ

ん

下

之

条

三

七

宮
沢
志
摩
治

さ

ん

国

分

八

七

高
橋
初

枝

さ

ん

新

屋

九

O

倉
島
き
み
よ

さ

ん

材

木

町

七

四

金

井

卓

三

さ

ん

下

塩

尻

六

三

堀
内
慶
次
郎
さ
ん

宮
之

上

七

二

堀

内

は

つ

い

さ

ん

矢

沢

七

五

松

井

か

っ

さ

ん

下

之

条

七

七

松

井

信

さ

ん

築

地

七

四

母

袋

雄

士

さ

ん

下

塩

尻

五

O

和
泉
キ
ワ
子
さ
ん

常

入

七

七

山

岸
ス
ギ

さ

ん

三

好

町

八

八

山

口

ふ
じ
子
さ
ん
大
手
町

七

六

小

林

里

一

郎

さ

ん

木

町

八

五

浜

中

ヤ

ヱ

ノ

さ

ん

倉

升

九

O

酒
井
袈
裟
美
さ
ん

林

之

郷

八

五

尾
島
キ
ノ

さ

ん

鈴

子

九
三

志
摩
け
さ
子
さ
ん

小

泉

七

八

丸

山

勇

志

さ

ん

常

磐

町

O

青
木
和

弘

さ

ん

小

泉

二

二

田

中

幸

子
さ
ん

川
辺
町

二
四

大
詰
四
郎

さ

ん

大

屋

八

三

滝

沢

昭

和

さ

ん

上

常

田

六

二

木

下

好
太
郎
さ
ん

長

島

七

八

大

沢

す

げ

子

さ

ん

小

泉

四

O

滝
沢
ま
き
さ
ん

西

脇

八

二

丸
田

豊
さ
ん

岡

八

三

高
田
貞

吉

さ

ん

倉

升

七

六

三
井
義
明
さ
ん

山

口

七

一

平
林

藤

十

さ

ん

伊

勢

山

八

五

伝

田

君

代

さ

ん

下

一房
山

七

九

佐

藤

兵
吾
さ
ん

秋

和

八

九

篠

原

敏

さ

ん

長

島

七
六

回
多
井
靖
夫
さ
ん

北
天
神

町

八

O

田

中

弘

さ

ん

干

曲

町

五

九

稗

田

良

三

郎

さ

ん

下

房
山

七

二

原

山

久

子

さ

ん

三

好

町

六

七

樋
口
省
三
さ
ん

三
好

町

八

三

山
田

繁

さ

ん

新

田

七

八

岩

瀬

敏

子

さ

ん

中

常

田

五

三

川
上

邦

良

さ

ん

染

屋

六

O

依

田

嗣

治

さ

ん

蛇

沢

七

三

出

崎
と
も
子

さ

ん

保

野

七

七

杉

崎

き
よ
子
さ
ん

中

吉

田

六

五

桜

井

志

げ

さ

ん

金

井

八

O

村

山

武

さ

ん

院

内

八

八

三
木
徳
三
郎
さ

ん

長

入

八

八

上
村
カ
ネ
さ
ん

五

加

七

一

岡
田
け
さ
み
さ
ん

町

吉

田

八

二

増

田

典

子

さ

ん

小

泉

七

三

小

林

美

都

子

さ

ん

下

川
原

柳

町

五

八

野

中

ハ

ツ

イ

さ

ん

下

組

七

四

西

川
キ
ヌ

さ

ん

賠

匠

町

九

五

松
井
よ
し
さ
ん

神

畑

七

六

池

田

昌
人
さ
ん

中

組

八

二

南

波
芳
江

さ

ん

下

室
賀

七
三

関

ひ
で
さ
ん

み
す
ず
台
南

九

一

清
水

一

秀

さ

ん

上

室
賀

八
六

山
崎
通

雄

さ

ん

山

口

八

O

佐

藤

ワ

シ

さ

ん

千

曲

町

九

二

窪

田

転

平

さ

ん

平

井

寺

八

七

上
田
創
造
館
の

主
催
事
業

包
③
1
1
1
1

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
投
影

マ
と
き

三
月
十
九
日
間
か

ら
四

月
二
日
制
。
午
前
十
一
時
、
午
後
一

時
三
十
分
、
三
時
の
三
回
投
影

(
日

こ
月
届
け
出
介

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

飯
塚
み
よ

志

さ

ん

新

田

八

三

黒

沢

千

秋

さ

ん

中

組

七

二

沓
掛
久
人
さ
ん
ひ
ば
り
ケ
丘
六
回

清
水

う

ま

越

さ

ん

大

湯

九

四

金
子
五
十
八
さ
ん
上
紺
屋
町

六
六

和

泉

弘

さ

ん

常

入

七

七

中

村

功

さ

ん

上

田

原

五

九

太

田

広

さ

ん

大

屋

五

九

小

山

田

茂

十

さ

ん

神

酒

七

五

小
山
省
吾
さ
ん

踏

入

七

四

曜
日
は
午
前
九
時
三
十
分
も
)
マ
投

影
内
容

「
春
の
星
空
と
惑
星
へ
の

旅
」
マ
観
覧
料
小
・
中
学
生
百
円
、

高
校
生
以
上
の
学
生
百
五
十
円
、
一

般
二
百
円

親

子

映

画

教

室

道
祖
神
ま
つ
り
展

マ
と
き
三
月
十
九
日
目
か
ら
四

月

二

日

目

マ

と

二

ろ

民

俗

資

料

館

マ

入

場

料

無

料

マ

内

容

上
小
地
方
の
代
表
的
な
道
祖
神
を
写

真
、
ビ
デ
オ
、
パ
ネ
ル
で
紹
介

春
の
星
空
観
望
会

マ
と
き
三
月
二
十
日
開
と
二
十

五
日
出
、
午
後
七
時
j
九

時

マ

と

ニ
ろ

天
体
観
測
室

マ

内

容

月

面
と
春
の
星
座
な
ど
を
観
望
し
ま
す
。

マ
参
加
料
無
料
マ
参
加
方
法

時
間
内
に
自
由
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

マ
そ
の
他
中
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
で
、
雨
天

・
曇
天
時
は
中
止

仔
川

1
ノ
呼
出

4
寸
L『

'q
苛

テ
キ
ス
ト
は
同
館
で
用
意

r 12) 

パ
ソ
コ
ン
初

ω者
教
室

7 

マ
と
き
三
月
二
十
二
日
側
、

二

十
三
日
閥
、
二
十
四
日
幽
い
ず
れ
も

午
前
十
時
1
午

後

四

時

マ

と

こ
ろ

パ
ソ

コ
ン

教

室

マ

内
容

パ
ソ

コ

ン
に
よ
る
ゲ

l
ム
、
お
話
作
り
な
ど

マ
対
象
小
学
校
四
年
j
中
学
校
二

年

マ

定

員

各

日

と
も
二
十
名

マ

受

講

料

無

料

マ

受

付

方

法

電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。
マ
そ
の
他

昼
食
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

広報うえだ 1.3.
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